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序

本書は、松山市善応寺において平成19年度に大庭小松集落道工事に伴って実施した善

応寺大庭北遺跡の発掘調査報告書です。

本遺跡が所在する北条地区は、斎灘に面し南北に長く続く平野部と高縄山系を背後に

控える丘陵部によって形成されております。この丘陵部を中心として主に弥生時代以降

に多数の遺跡が存在することが知られています。特に中世においては地元の有力豪族で

あった河野氏が活躍した歴史の舞台となった地域でもあります。

今回報告する善応寺大庭北遺跡では、弥生時代から中世にかけての集落跡を検出し、

当時の生活用具が多数出土しました。こうした当平野部における発掘調査例はこれまで

数少なく、貴重な資料を得ることができました。

本書の刊行にあたり、当遺跡の発掘調査についてご指導・ご協力を頂きました関係各

位、ならびに関係機関に厚くお礼申し上げます。

本書が埋蔵文化財の調査 。研究の一助となり、さらには文化財保護、生涯教育の向上

に寄与できることを願っております。

平成21年 1月 31日

財団法人松山市生涯学習振興財団

理事長 中 村 時 広
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例   言

1 本書は、松山市善応寺において松山市教育委員会・財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財
センターが実施した善応寺大庭北遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、愛媛県中予地方局産業経済部農村整備第二課により計画された大庭小松集落道工事に伴
う事前調査として2008(平成20)年 1月 7日 から2月 15日 までの間に実施した。

3 遺構は呼称を略号で記述した。溝 :SD、 土坑 :SK、 柱穴 :SP、 性格不明遺構 :SXである。

4.本書に表示した標高数値は海抜標高を示し、方位はすべて国土座標を基準とした真北である。

5,遺構の撮影は、山之内志郎が行い、遺物の撮影 。写真図版の作成は大西朋子が行った。

6.遺物の実測・製図、遺構図の製図は、木下奈緒美、田崎真理、多知川富美子が行った。

7.縮尺は縄文土器と弥生土器が1/4、 土師器と須恵器が1/3、 石製品が1/2、 小型石製品が2/3を基本
とし、縮分値をスケール下に記した。

8。 本調査における基準点測量は、伽セントラルエンジエアリングに業務委託した。

9.報告書作成においては、側愛媛県埋蔵文化財調査センター中野良―・多田仁・藤本清志各氏にご

指導・ご教示を頂いた。記して感謝申し上げます。                   1

10。 本書に関わる出土遺物・記録類は、松山市立埋蔵文化財センターで保管している。

11.本書の執筆及び編集は山之内が行った。

製版 写真図版 -175線

印刷 オフセット印刷
用紙 本  文―マットコート62.5kg
巻末図版―マットコート76 5kg
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第 1章 は じめ に

1.調査に至る経緯
2006(平成18)年 12月 、愛媛県松山地方局長 梅木 要氏 (以下、申請者)よ り松山市善応寺甲82
番地ほか (以下、申請地)における中山間地域総合整備事業 いよ高縄 2期地区 集落道工事に伴う
埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員会文化財課 (以下、文化財課)に提出された。申請地周辺で

はこれまでに財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター及び北条市教育委員会によって数多くの本格調

査が実施され、弥生時代や古墳時代を中心とした集落関連遺構が確認されているほか、中世において

は地方豪族である河野氏が居城を構えた地域として知られている。

そこで申請地における埋蔵文化財の有無を確認する必要があるため、財団法人松山市生涯学習振興

財団埋蔵文化財センター (以下、センター)は試掘調査を2007(平成19)年 1月 29日⑪に実施した。

試掘調査は、対象地内にTl・ 2の 2本の トレンチを設定した (第 2図 )。 調査の結果、Tlでは遺構・

遺物ともに検出されなかった。一方、T2においては土坑 2基を検出し、土師器片が出土した (第 3・
4図 )。

この結果を受け申請者と文化財課・センターは、遺跡の取り扱いについて協議を重ね、工事に伴っ

て消失する遺跡に対し記録保存のための発掘調査を実施することとなった。その対象地は、試掘調査

によって遺構・遺物が検出されたT2を含む甲82番地のうち工事区間部分のみである。

発掘調査は、弥生時代から中世における集落の構造解明及び範囲確認を主目的とし、文化財課の指

導のもとセンターが主体となり2008(平成20)年 1月 7日 より開始した。

2.調査・刊行組織
調査地呑  松山市菩応寺甲82番地の一部
調査期間  2008(平成20)年 1月 7日⑪～ 2月 15日④

調査面積  86だ

刊行組織 (平成20年 4月 1日 現在 )

松山市教育委員会  教  育  長

事務局  局     長
企  画  官
企  画  官
企  画  官

文化財課  課     長
主     幹
主     幹

財団法人松山市生涯学習振興財団  理  事  長

事 務 局 長

埋蔵文化財センター  所長兼考古館館長

次     長

土居 貴美

石丸  修

仙波 和典

古鎌  靖

岸  紀明

家久 則雄

森  正経

森川 恵克

中村 時広

告岡 一雄

丹生谷博一

折手  均
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は じ め に

次     長

調査担当リーダー

重松 佳久

栗田 茂敏

梅木 謙一

山之内志郎・大西 朋子

3.立地と環境   争

(1)地 理的環境

本遺跡が所在する風早平野は、瀬戸内海に突出する高縄半島の西縁部に位置する。この平野は、高

縄山系に水源を持つ立岩川や河野川・高山川・栗井川の浸食・堆積作用によつて形成された扇状地が

接合し形成された南北に長く延びる沖積平野である。その東には標高986mの高縄山をはじめとする

高縄山系が広がりをみせており、西は斎灘に面し、その奥には防予諸島を望むことができる。

本遺跡は斎灘に流れ込む河野川と高山川に挟まれた地点に位置し、その氾濫原に遺跡は展開してい

る。

(2)歴 史的環境

旧石器時代

遺物は龍徳寺山からナイフ形石器が、和田池で角錐状石器が採集されているほか、安養寺谷 (辻新

池)の池床で緑色准岩製の細石核・石刃などが出土している。なお、同時代の遺構は現在のところ確

認されていない。

縄文時代

遺物は、前田池で後期の六軒家 正式、小松川式土器が採集されているほか、晩期工期の上器も出土

している。そのほか後期の上器が採集された遺跡としてマス池・サオ池
。河原池・阿部ヶ谷池・俵原

池遺跡がある。また小山田遺跡では後期初頭と考えられる疑似縄文を施した深鉢が出土している。ま

た別府遺跡 2区では自然流路内で土器・石器が出土している。このように平野縁辺の低丘陵周辺で遺

物が採集されているのみで、遺構は確認されていない。

弥生時代

前期は高山遺跡で土器が採集されている。また南宮ノ戸貝塚では石鏃・石匙・貝製垂飾品などが出

土している。また片山遺跡では前期末の集落を区画する溝や貯蔵穴から多量の上器や石器が出上して

いる。このように立岩川左右岸における独立丘陵上において遺跡が点在している。

中期になると遺跡数は増加し、恵良山南東麓に稗佐古・女夫池・菖蒲谷・西ヶ谷遺跡などの高地性

集落が数多く確認されている。この時期に低地より丘陵頂部に集落を形成する点は特徴といえる。中

尾山遺跡 2次調査では、祭祀行為に使用されたと推定される焼成後穿孔の完形土器が数多く出土して

おり、注目される。

後期には、椋の原清水遺跡では製塩土器が出土している。その他、老僧奥・夏狩
,柳が内遺跡など

が存在している。大相院遺跡 5～ 9区では後期後半～古墳時代初頭にかけての遺構から讃岐系や山陰

系などの外来系土器が数多く出土している。

古墳時代

集落では、高山川の河岸段丘上に所在する北条常保免遺跡で4世紀以降の竪穴式住居跡 4棟を検出

していることから、当該期の集落が継続して営まれていたことが明らかとなった。この遺跡において

及

一　
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普
・
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り
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当
教
担
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第 ‖図 調査地周辺の遺跡分布図
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も讃岐系や山陰系などの外来系土器が出土している。

前期古墳では、立岩川周辺に櫛玉比売神社古墳 (全長75m)や 国津比古命神社古墳 (全長50m)の

前方後円墳が隣接して築造される。いずれも自然地形を利用して築造されており、墳丘には葺石を葺

いており、円筒埴輪片が採集されている。また中期には北条平野から北東に山を越えた浅海地区にお

いて、小竹古墳 。名石古墳 。若宮古墳・高山古墳などの箱式石棺を主体部とする古墳が数多く確認さ

れている。上難波南古墳群は横穴式石室・竪穴式石室・箱式石棺・木棺などを内部主体にもつ10基余

りの古墳群で、中期以降に長期FHlにわたり築造されていたことが発掘調査によって明らかとなってい

る。

旧北条市域には300基以上の古墳が存在しているといわれているが、そのほとんどが新城古墳群・

上難波古墳群。小山田古墳群などの横穴式石室を主体部にもつ小規模の後期古墳である。その一方で、

奥の谷古墳のような大型の石材を石室に用いる県下最大級の横穴式石室を有する古墳もある。こうし

た古墳には畿内型横穴式石室の形態が影響していると考えられる。これらの北部地域以外でも龍徳寺

山古墳群・夏目古墳群などの中部地域、常竹大谷古墳群・センボ山古墳群などの南部地域でも古墳の

存在が知られている。特に龍徳寺山 1号墳派玄室が前・後室の二室に分かれる特異な形態をもつ横穴

式石室を主体部としており、注目される。

古代

奈良 。平安時代の遺跡は数多くなく、別府遺跡 1区では掘立柱建物跡や土坑を検出しており、古代

に位置付けられる遺構と考えられる。大相院遺跡10区ではSX内から古代の須恵器や円面硯が出土し

ていることから、周辺地域に識字階級が存在した可能性が考えられる。その他、上難波庄部落に所在

する薬師堂には奈良時代後半から平安時代初期と考えられる木心乾漆菩薩立像をはじめ、10～ 11世紀

代の仏像が30体 も安置されていることから、周辺に古代寺院が存在したことが考えられる。

中世

河野氏は風早郡河野郷の有力豪族で、13世紀以降にこの地域を拠点に台頭してきたが、その拠点を

松山市道後の湯築城に移した後も隆盛を極めたことから、高縄山の西部山麓を中心に河野氏関連の中

世山城が平野を取り囲むように存在している。これらの実態や築城時期については正式な発掘調査が

行われていないために不明な点が多く、また旧来の根拠地である土居館は河野通盛が京都の東福寺に

模して改築して善応寺としたが、現在のところ、その場所や寺域等を確認することはできていない。

また大相院遺跡 7区では、土坑から風字硯・短刀・龍泉窯系劃花文青磁碗が出土していることから、

識字階級の墓と考えられる。13世紀代の遺構や遺物が多数確認された北条片町遺跡では、平野部に展

開した集落の様相が明らかとなっている。

〔参考文献〕
阪本安光『北条市上難波南古墳群調査報告書』1982 愛媛県教育委員会

中野良一ほか『小山田Ⅱ遺跡 小山田支群』1990 側愛媛県埋蔵文化財調査センター
長井数秋『奥ノ谷山・西ヶ谷山遺跡群』1992 北条市教育委員会

大北冬彦ほか『片山遺跡 片山1号墳』1999 北条市教育委員会
土井光一郎 F中尾山遺跡 1次・2次』2003 m愛媛県埋蔵文化財調査センター

大北冬彦ほか『北条常保免遺跡』2004 北条市教育委員会

三好裕之ほか『菩応寺畔地遺跡 大相院遺跡 別府遺跡』2004 鰯愛媛県埋蔵文化財調査センター
山之内志郎『北条片町遺跡』2008 働松山市生涯学習振興野団埋蔵文化財センター

-4-



第 2章  試 掘 調 査

1.経 緯
センターは申請地における試掘調査を2007(平成19)年 1月 29日側に実施した。試掘調査は、Tl・

2の 2本の トレンチを設定し (第 2図 )、 遺構と遺物、包含層の有無を確認した。

2.調 査
試掘対象地内にTl・ 2の 2本のトレンチ調査区を設定する。 トレンチを設定した地点はいずれも

水田である①

Tlよ り順次調査を行う (第 2図 )。 まず重機によって掘り下げを行い、平面で遺構や遺物の有無
を確認しながら進める。その後、土層の分層を行い、土層を記録する。さらにトレンチの位置図を作

成し、写真撮影は各工程で適時行う。最後には清掃し現状復帰をして、 トレンチ調査を終える。同様
の手順をT2においても行う。このトレンチでは遺構を検出したため平板測量を行い、その位置を記
録する。また遺物が出上したため、その位置を記録する。以上の手順で試掘調査を終了する。

3.調査の結果
試掘調査の結果、12層の上層を確認した (第 3図 )。

第 1層 一耕作土

第 2層 ―明黄褐色粘質土 (床土)

第 3層 ―灰色砂質土

第 4層 一灰オリーブ色粘質土

第 5層 ―褐灰色粘質土 (遺物包含層)

第 6層 ―黄褐色砂質土

第 7層 ―褐灰色粘質土

第 8層 ―褐灰色砂質土

第 9層 ―褐灰色粗砂

第10層 ―青灰色粘土

第11層 ―灰色粗砂

第12層 一暗青灰色粘土

第 5層からは土師器や須恵器片が出土した。Tと では遺構・遺物ともに確認することができなかっ

た。T2においては土坑 2基 (SKl'2)を 検出した。SKlの埋土は黒褐色粘質上で、埋土中よ
り土師器片が出土した。 SK2の埋土は黒掲色砂質土である。したがって、T2が所在する水田のう
ち、工事区間部分のみを本格調査の対象地とした。

以下にT2において出土した遺物のうち、図化可能なものを報告する。
出土遺物 (第 4図 )

1～ 4は須恵器である。 1・ 2は杯蓋である。口縁部片。 3は高台付郭である。焼きが生焼けで外

面は灰オリーブ色を呈する。 4は甕である。口頸部片。
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試 掘 調 査

第 2図  トレンチ (Tl
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T2)配置図



Tl

N‐S   H=43,70m

調 査 の 結 果

H=44.40m

2,
3    3

1・ 耕作土

明黄掲色粘質土 (床■)

灰魯砂質主

SKl
SK2

4.灰オリーブ色粘質土
St褐灰色粘買土 (遺物包含層)
6 責掲色砂質土
7.褐灰色粘質土
8.褐灰色砂質土
9 褐灰色粗砂
10.青灰色粘土
11.灰色粗砂
12.鰭青灰色粘土
SKl 黒掲色粘質土
SK2 黒褐色砂質土

第3図  トレンチ

(S=1

(Tl・ T2)住状土層図

r/
4

0                 1 0cm

(S=113)

第 4図  トレンチ出上遺物実測図
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第 3章 本 格 調 査

1.経 緯
調査は 1月 7日 から2月 15日 までの間、申請地にて屋外作業を行った。対象地は道路部分のため、

南北に長い調査区である。まず宣機により対象地西側にある石垣の除去から行い、同時に上層から水

平に掘り下げを行い、遺構と遺物の検出を行った。その結果、対象地北半部では遺構は存在しておら

ず、南半部において縄文時代から中世の遺物を含む包含層を検出したため、それ以降は手作業によっ

て調査を進めることとした。

まず包含層の掘り下げを行いながら、遺構の検出を行った。包含層は厚い箇所で約50cm、 薄い箇所

で約10cmの堆積があった。通常の遺跡調査の際における包含層の掘 り下げ方法としては、仮 トレンチ

を設定して包含層の堆積状況や厚さの確認を行うが、本調査では西偵1における石垣の除去に伴って土

層壁が存在しなかったため、この工程を省略した。

調査にあたっては、世界測地系の基準点を4mメ ッシュでグリッドを設置し、調査地の区割りを行

った。調査工程は下記のとおりである。

1月 7日 、発掘機材や道具の準備を行う。 7～ 10日 、重機で掘削を行い、遺構面及び東壁土層の精

査を行う。11日 、東壁土層の写真撮影を行い、南半部に存在する包含層の検出作業を行う。15日 、東

壁土層の図面作成を行う。ローリングタワーを使用し、包含層検出状況の写真撮影を行う。写真撮影

終了後、包含層の掘り下げを開始する。16～ 18日、調査地全測図等を作成する。21～ 23日 、雨天のた

め、土器の洗浄を行う。25日 、基準杭の打設を行う。28～ 29日 、雨天のため、土器の洗浄を行う。2

月 1日 、SKlを検出し、掘り下げを行う。4日 、SKloSXl平 面図を作成する。包含層出土遺
物の出土状況平面図を作成する。5～ 7日 、包含層の掘り下げを行う。8日 、SDl・ SD2を検出

し、掘り下げを行う。9日 、現地説明会を開催する。参加者約50名。12～ 13日、包含層の掘り下げを

行う。東壁土層図の残り部分を作成する。SX2の平面図・コンタ図を作成する。ローリングタワー

を使用し、完掘状況の写真撮影を行う。14～ 15日 、出土遺物の上器洗浄及び注記を行う。プレハブ及

び発掘機材や道具の撤収を行い、全ての屋タト作業を終了する。

2.層 位
本調査地の基本層位は、第 I層灰色土 (耕作土)、第工層橙色土 (床土)、第Ⅲ層灰褐色土 (包含層)、

第Ⅳ層責色土 (地山)である。遺構は第Ⅲ層途中、第Ⅳ層上面で検出した。 (第 7～ 9図 )

第 I 層 ―耕作上で、灰色土である。調査地全域に広く堆積する。

第 工 層 ―床上で、橙色上である。調査地全域に広く堆積する。

第 Ⅲ 層 ―灰褐色上で、遺物包含層である。平均の厚さ約30cmを 測る。調査地南半部のみに堆

積する。この層のうち上層 (第Ⅲ―①層)約 10cmが暗灰褐色上で主に古代～中世の

遺物が出土し、下層 (第Ⅲ―②層)約 20cmが灰掲色上で主に縄文時代・弥生時代・

古代の遺物が出土する。

第 Ⅳ 層 ―黄色土である。この層以下は無遺物層で、いわゆる地山と呼ばれる層である。調査
地全域に堆積する。
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位層

第 5図 調査地位置図
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本 格 調 査
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本 格 調 査

3。 遺構と遺物

検出した主な遺構は、土坑 1基、溝 2条、柱穴 8基、性格不明遺構 2基である。主な出土遺物は縄

文土器、弥生土器、土師器、須恵器、石製品などがある。以下、主な遺構と遺物を記述する。

(1)土坑 (SK)

SKl(第 10図、図版 5)
SKlは調査地南半部に位置し、東半部は調査区外に続く。第Ⅲ層の掘り下げ途中で検出した。平

面形態は長楕円形と推定され、断面形態は北端が深い2段掘りを呈する。規模は検出長108m、 検出

幅0.30m、 残存深さ約23cmを測る。埋土は暗灰色土である。出土遺物は弥生土器がある。

出土遺物 (第 10図、図版10)

5'6は弥生土器である。いずれも甕形土器で、5が底部、6が胴部片である。外面にヘラミガキ

痕が顕著に残る。弥生時代中期後半～後期前半。

時期 SKlの埋没年代は、第Ⅲ―②層との切り合いから8世紀前半以降と考えられる。

H=43800m

H=43.800m

1 暗灰色土

0                        1m

(S=1:20)

坦エ
～

‐

Ｎ
Ⅷ

SKl測 量図、出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

H=43.900m

1 灰褐色土

0                        1m

(S=1 :20)

―プ
0                   1 0cm

(S=1 :3)

第11図 SDl測 量図、出土遺物実測図

(2)溝 (SD)

SDl(第 11図、図版 5)

SDlは調査地南半部に位置し、SXlを 切り、SD2に 切られる。第Ⅲ層掘り下げ途中で検出し
た。東西方向に長 く伸び、調査区外へ続 く。規模は検出長1.45m、 上場幅0.24～0,35m、 残存深さ約

■cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は灰褐色上である。出土遺物は土師器及び須恵器が

ある。

出土遺物 (第 11図 )

7は須恵器のイである。体部片。口縁部は内湾気味に立ち上がる。 7世紀末～ 8世紀前半。

時期 SDlの 埋没年代は、出土遺物から8世紀前半と考えられる。

SD2(第 12図 )
SD2は 調査地南半部に位置し、SDlを切る。第Ⅲ層掘り下げ途中で検出した。調査区外から南
方向へ直線的に長く伸びたのち、東方向へ屈曲し調査区外へ続 く。規模は検出長2.30m、 上場幅0.27

～0.50m、 残存深さ約 7 cmを測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は灰色粗砂質上である。出土遺物

は土師器があるが図示できるものはなかった。

時期 SD2の 埋没年代は、SDlと の切り合いから8世紀前半以降と考えられる。
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本 格 調 査

H=431900m

1.灰色粗砂質土

0                1m

(S=1120)

第12図 SD2測量図

(3)柱穴 (SP)

注穴は18基を検出したが、建物等を復元でき
―る配置での検出はみられ―なかった。埋土は、埋土貪|

灰色粘質土、理土B:暗灰色土、埋土C:灰褐色土の3種に分けられ―る。埋土Aの柱穴はSPl・ 2・

3,7の 4基、坦土―Bの注穴はSP.5。 6・ 9の 3基、埋土Cの柱穴はSP8の 1基である.。

(4)性格不明遺構 (SX)

SXl(第 13図 )
SXlは調査地南半部に位置し、東部及び西部は調査区外に続く―。SPlに切られる。第Ⅳ層上面
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遺 構 と 遺 物

で検出した。平面形態は不定形である。断面形態は皿状を呈する。規模は検出長1.41m、 検出幅0.47

～1.40m、 残存深さ約10cmを測る。埋土は灰色微砂質上である。出土遺物は須恵器がある。

出土遺物 (第 13図、図版10)

8は須恵器の郭である。体部～回縁部片。口縁部は直線的に立ち上がる。

時期 SXlの 埋没年代は、第Ⅲ―②層との切り合いから8世紀前半以前と考えられる。

SX2(第 14図 )
SX2は調査地南半部に位置し、東部は調査区外に続く。SDl・ 2、 SP6・ 8に切られる。第
Ⅳ層上面で検出した。平面形態は長楕円形、断面形態は皿状を呈する。規模は検出長2.89m、 検出幅

110～ 1.44m、 深さ約24～ 35cmを 測る。埋土は灰色微砂質土である。出土遺物は土師器があるが図示

できるものはなかった。

時期 SX2の 埋没年代は、第Ⅲ―②層との切り合いから8世紀前半以前と考えられる。

(5)第 Ⅲ層出土遺物

第Ⅲ層は調査地南半部に堆積した包含層で、多量の遺物が出土している。ここでは、第Ⅲ―①層、

②層の順に出土遺物を詳述する。なお、主な遺物については第15図に分布を図示している。

第Ⅲ一①層出土遺物 (第 16～ 18図、図版10)

9は縄文土器である。回縁部外面に直線と曲線の沈線文を施す。表面摩滅のため縄文が施されてい

たかどうかは不明である。縄文時代後期後半。10～ 14は弥生土器である。10・ 11は甕形土器の回縁部

片で、いずれも貼付口縁である。前者が口縁端面に刻日、口縁部下に5条以上の沈線を施すのに対し

て、後者は無文である。弥生時代前期末～中期初頭。12は壼形土器の口縁部、13は鉢形土器の口縁～

胴部片、14は奏形土器の底部片である。15～22は須恵器である。15～ 18は郭蓋である。15～ 17の口縁

部は短く下方に屈曲し接地する。16はほぼ完形品で、低い山形のつまみを有する。8世紀末～9世紀

初頭①18の口縁端部は丸くおさめる。 8世紀前半。19～21は杯である。22は皿である。口縁端部内面

に1条の沈線を巡らす。23は土師器の皿である。口縁端部は屈曲したのち外方に突出する。24～32は

須恵器である。24～ 30は高台付イである。 7世紀末～8世紀前半。31は高郭脚部である。端部は上下

に拡張し、接地部は丸くおさめる。32は甕である。口顎部～肩部片。33～41は土師器である。33～ 37

は椀である。33～ 35・ 37は断面三角形、36は断面四角形の高台を貼りつける。36・ 37の高台は外方向

に張り出している。11～12世紀代。38～40は杯である。13～ 14世紀代。38は底部に回転糸切りの痕跡

が残る。41は金である。鍔部分の破片である。42は瓦器椀である。日縁部片。43は砥石である。欠損

しているが中型品と考えられる。各面に使用痕が残る。

第Ⅲ一②層出土遺物 (第 19～21図、図版11)

44～ 50は縄文土器である。44～ 47は有文深鉢で、441よ橋状の把手部上面に横方向の直線沈線文を施

す。縄文時代後期前半。45は 口縁部上面に直線と曲線の沈線文を組み合わせる。縄文時代後期前半。

46は 口縁部外面に直線と曲線の沈線文を施す。縄文時代後期後半。47は口縁端部上面に口縁部に対し

てほぼ直角に刻目を施す。縄文時代後期。48・ 49は無文深鉢である。ゆるやかに外反する口縁部をも

ち、端部を平面的に仕上げる。縄文時代後期。50は浅鉢の底部である。ゆるやかに上げ底になる底部

である。縄文時代後期。51～ 60は弥生土器である。51～ 581ま 口縁部～頸部である①51～ 53は弥生時代

前期末～中期初頭の奏形土器である。51・ 52は折り曲げ口縁、53は貼付口縁である。52はクシ描きに

-17-
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第13図  SXl測 量図、出土遺物実測図

よる直線沈線文と波状の沈線文を組み合わせる。54・ 55は壷形土器である。54は鉢形土器の可能性も

ある。中期中葉。56～58は「く」字状口縁である。弥生時代後期前半。59・ 60は甕形土器の底部であ

る。61は土師器である。皿の底部片で、内外面に赤色顔料が付着する。奈良時代と考えられる。62～

65は須恵器である。62は杯蓋である。口縁部片で、端部は丸 くおさめる。 8世紀前半。63～ 65は高台

付郭である。 8世紀前半。66～ 69は石器及び石器未成品である。66はサヌカイト製打製石鏃である。

67は石鏃未成品と考えられる。石材はサヌカイトである。68は石棒である。断面形状は不整形な円形

を呈すると考えられる。69は磨石である。研磨痕が明瞭に残る。

-18-



錢緯 碧鐘 鞠

期 璽  団 X魁卿量画

暗

鰤

特



本 格 調 査

ヒ`上ゴ乱

尾霧ヲ残

43艶

§ とと:きさょ

第15図 第Ⅲ層遺物分布図

-20-



∪
。

み

″”

一

遺 構 と 遺 物

訂肇Ю

一「「【「「日田旧四日日日日日“”中中́
中，，

た 当

0         1 0cm

(S=1 :4う

18

▼
~下 ~了

(S=1:3)

第16図 第Ⅲ―①層出土遺物実測図(1)

(6)層位不明出土遺物
層位不明の遺物である。その多くは重機にて掘削する段階で出上したものである。

出土遺物 (第 22・ 23図、図版ll)

70～73は弥生土器の壼形土器である。70・ 71は口縁部～頸部である。70は短顕の日縁部で、肩部の

張りの弱いもので、71は肩部の張りの強いものである。72・ 73は底部である。74年77は土師器である。
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第18図 第Ⅲ一①層出土遺物実測図(3)
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第21図 第Ⅲ一②膚出土遺物実測図(3)
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第23図 層位不明遺物実測図(2)

74は甕形土器の口縁部である。75は土師質土鋼の口縁部で、顎部から口縁部にかけて外傾する。76。

77は椀である。断面三角形の高台を貼 りつける。78～82は須恵器である。78は杯蓋である。口縁端部

は水平に接地する。79は杯である。口縁端部は尖る。80～82は高台付杯である。88は土釜の脚部片で

ある。84は須恵質のこね鉢である。口縁部外面に稜をもち、断面三角形状を呈する。85はサヌカイト

製打製石鏃である。扶 りの深い凹基を呈する。

表 1 土坑一覧

表2 溝一覧

表3 性格不明遺構一覧

坑

Ｋ

土

Ｓ
地 区 平面形 断面形

規模 (m)
長さ(長径)×幅(短径)×深さ

埋  土 出土遺物 時 期 備  考

1 南半部 長楕円形 2段掘り 108× 030× 023 暗灰色土 弥生土器 8世紀前半以降

溝
(SD)

地区 断面形
規模 (m)

長さ(長径)×幅(短径)×深さ
方向 埋  土 出土遺物 時 期 備  考

1 南半部 逆台形状 145X024-035× 011 東西 灰褐色土
器
器
師
恵
土
須

8世紀前半
SX2を 切る
SD2に 切られる

南半部 皿状 230X027-050× 007 南北 灰色粗砂質土 土師器 8世紀前半以降 SDl、 SX2を切る

性格不明
(SX) 地 区 平面形 断面形

規模 (m)
長さ(長径)X幅 (短径)×深さ

埋  土 出土遺物 時 期 備  考

l 南半部 不整形 皿状 141× 047-140X010 灰色微砂質土 須恵器 8世紀前半以前 SPlに 切られる

南半部 長楕円形 皿状 289X l10-144× 024´レ035 灰色微砂質土 土師器 8世紀前半以前
SDl・ 2、 SP6・
8に切られる
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番号 器種 法量 形 態 ・ 施 文
調 整 色調 (外面)

(内面)

生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

1 郭 蓋
口径 (129)
残高 18

口縁端部は内傾し内面に段を
もつ。

回転横ナデ 回転横ナデ
灰色

灰色

石・長 (微砂粒)
◎

2 杯蓋
口径 (119)
残高 16

口縁端部は内傾し内面に段を
もつ。

回転横ナデ 回転横ナデ
色

色

自

白

灰

灰

密

◎

3
ム
ロ
， ４

古
向
μ榔

底径 (108)
残高 15 短い高台。水平に接地する。 ナ デ ナ デ

灰オリーブ色
にぶい澄色

石 長 (1～ 9)

◎

4 甕 残高 31 口顕部片。 回転横 ナデ
ナデ

(頚 )タ タキ
灰色
灰色

石 長 (1～ 3)

◎

表 4 ドレンチ出土遺物観察表 土製品

表 6 S Dl出土遺物観察表 土製品

表7 S Xl出土遺物観察表 土製品

表8 第Ⅲ―①層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(1)

表5 S Kl出土遺物観察表 土製品
番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 色調 (外面)
(内面)

生
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

5 奏
径
高
底
残 平底の底部。

ミガキ

(底面)ナデ
マメツ

にぶい責橙色
にぶい黄橙色

石 長 (1～ 2)
金ウンモ

◎

6 霊 残高 74 胴 部 片 。 ミガキ ナ デ
にぶい責褐色
にぶい黄褐色

石 長 (1～ 2)
金ウンモ

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調 (外面)

(内面)

生
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

7 琢 残高 37 口縁部は内湾気味に立ち上が
る。

回転ナデ

(底面)ナデ
ナ デ

灰色

灰色

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調 (外面)

(内面)

生
成

胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

8 杯

口径 (172)
底径 (124)
器高 33

口縁部は直線的に立ち上がり、
端部は尖る。

回転 ナ デ 回転ナデ
色

色

灰

灰

主戸
二月

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調 (外面)

(内面)

生
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

9 深 鉢 残高 26 口縁部外面に沈線を施す。国
縁部は内湾する。

マメツ マメツ
橙色
にぶい掲色

石・長 (1～ 2)

◎

甕 残高 36 貼付口縁。口縁端面に刻目。
沈線文5条以上。

マメツ マメソ
灰黄褐色
にぶい責橙色

石・長 (1～ 2)

◎

11 甕 残高 34 貼付口縁。無文。 ナデ マメツ
にぶい責橙色
にぶい責橙色

石 長 (1～ 3)
◎

〓軍
口径 (194)
残高 18

口縁部片。口縁端部は下方 t
肥厚する。口縁端面は無文。

ナ デ ナ デ
にぶい橙色
にぶい橙色

石 長 (1)赤
◎

13 鉢 残高 97
口縁～胴部片。直線的に立ち
上がり、わずかにくびれる口
縁部。

ナデ ナ デ
灰責褐色
灰責褐色

石・長 (孔～ 3)
金ウンモ

◎

甕
径
高
底
戎 平底の底部。 ナ デ ナ デ

灰黄色
灰責色

石 '長 (1～ 5)

◎

郭蓋
口径 (130)
残高 20

口縁部は短 く屈曲し、端部は

尖り気味におさめる。
回転横ナデ 回転横ナデ

色
色

白

白

灰
灰

密・長 (1)
◎

郭蓋
径
高
口
器

口縁部は短 く屈曲し、端部は

丸くおさめる。つまみ上面山
形。ほぼ完形。

(つ まみ部)マ
メツ

(胴 )回転ヘラ
ケズリ

(口 )回転横ナデ

回転横ナデ
灰白色
灰色

白色粒
◎

17 杯蓋
口径 (170)
残高 15

口縁部は短 く屈曲し、端部は

尖り気味におさめる。
回転横ナデ 回転横ナデ

灰白色
灰白色

長 (1)
◎

杯蓋
口径 (171)
残高 17 日縁端部は丸くおさめる。 回転ナデ 回転ナデ

灰色
灰色

密 (1)
◎

杯
口径 (120)
残高 25

口縁部は直線的に立ち上がり、
端部は外反気味に尖る。

回転 ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

密・長 (1)
◎

杯
口径 (172)
残高 52

口縁部は直線的に立ち上がり、
端部は尖る。

回転 ナデ 回転 ナデ
灰白色
灰白色

密

◎

杯
口径 (160)
残高 33

口縁部は直線的に立ち上がり、
端部は尖る。

回転 ナ デ 回転 ナデ
灰色
灰色

長 (1)
◎

皿
口径 (178)
残高 18

口縁部は内湾気味に立ち上が
り、端部内面に沈線を巡らす。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

密 。長 (1)
◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調 (外面)

(内面)

生
成

胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

皿

口径 (158)
底径 (140)
残高 19

口縁部は短く外反し、端部は
屈曲したのち外方に突出する。

ナ デ ロ
ガ
ヨヨナ デ 色

色

責

責

淡

淡
褐色粒 (1～ 2)
◎

台
郭
高
付
底径
残高

短い高台。接地部は水平とな
る。

回転ナデ

(底面)回転ヘ
ラケズリ

回転ナデ
灰色
灰色

密

◎

台
郭
高
付
底径 (93)
残高 19

短い高台。接地部は水平とな
る。

マメツ マメツ
灰白色
灰白色

長 (1)
○

台
郭
高
付

径
高
底
残 短い高台。接地部はやや凹む。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密・長 (1～ 2)
◎

台
イ
高
付
底径 (108)
残高 19 短

い高台。接地部はやや凹む。ガ鰤利
回転ヘ ナ デ

灰色

灰色
長 (1～ 2)

◎

含
郭
品
付
底径 (122)
残高 1孔

短い高台。接地部はやや凹む。 回転ナデ 回転ナデ
灰白色
灰白色

長 (微砂粒)
◎

台
杯
高
付
底径 (128)
残高 10 短

い高台。接地部はやや凹む。 ナ デ マメツ
暗灰責色
灰白色

長 (1)
◎

高台
付杯
底径 (154)
残高 20

短い高台。接地部はやや凹み、
外側が接地する。

回転ナデ

(底面)ケズリ
後ナデ

ナ デ
灰白色
灰白色

微砂粒
◎

高14N
底径 (172)
残高 上4

脚部片。端部は上下に拡張す
る。

回転 ナデ
回転ナデ

(自然釉)
灰色
灰白色

密・石 。長 (1)
◎

甕 残高 48 口顕部～肩部片。 回転横ナデ
(顕 )カ キメ

(頸)回転横ナデ
タタキ

灰白色
灰色

長 (1～ 3)

◎

椀
径
高
底
残 断面三角形の高台。 ナ デ ミガキ 橙色

灰白色
石 長 (1～ 2)
◎

椀
径
高
底
残

断面三角形の高台。 ナデ ナ デ
灰白色
灰白色

石 長 (1～ 2)
◎

椀
径
高
底
残 断面三角形の高台。 ナ デ ナ デ

灰責褐色
灰責褐色

石 長
◎

椀
径
高
底
残

断面四角形の高台。高台は外
方向に張り出す。

ナデ ナ デ
にぶい褐色
にぶい褐色

石・長 (1)
金ウンモ

◎

椀
底径 (66)
残高 125

断面三角形の高台。高台は外
方向に張り出す。

ナデ ナ デ
浅黄橙色
浅黄橙色

石・長 (孔)赤
金ウンモ

⑥

杯
径
高
底
残

底部片。
(底 )回転ナデ
(底面)回転糸
切り

ナ デ
にぶい赤褐色
にぶい赤褐色

石・長 (1～ 2)
◎

不
径
高
底
残

底部片。 ナ デ ナ デ
灰責褐色
灰責掲色

石 `長 (微砂粒)
金ウンモ

◎

郭 残高 12 底部片。 ナ デ ナ デ
明赤褐色
にぶい責掲色

長 (1)
金ウンモ

◎

金 残高 15 鍔部。 マメツ マメッ
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

石・長
◎

瓦器椀 残高 20 口縁部片。 ナ デ ナ デ
掲灰色
褐灰色

石 。長
◎

第Ⅲ―①層出土遺物観察表 土製品

表10 第Ⅲ―②層出土遺物観察表 土製品

本 格 調 査

表9 第Ⅲ―①層出土遺物観察表 石製品
番号 器  種 残  存 材  質

法
備 考 図版

長 さ 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

43 砥 石 欠損 凝灰岩 520 24767

番号 器種 法量 形 態 。 施 文
調 整 色調 (外面)

(内面)

生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

深鉢
口径 (230)
残高 38

肥厚する口縁部外面に沈線を
施す。橋状把手。

マメツ マメツ
にぶい橙色
にぶい責褐色

石 長 (1～ 3)

◎
11

深鉢 残高 22 肥厚する口縁部外面に沈線を
施す。

ナ デ マメツ
灰責褐色
灰責褐色

石 。長 (1～ 2)
金ウンモ

◎

ll

深鉢 残高 31 口縁部外面に沈線を施す。口
縁部は内i弯する。

マメツ マメツ
にぶい澄色
にぶい責橙色

石 長 (1～ 3)

◎
11

深鉢 残高 口縁端面に刻目を施す。 ナ デ ナ デ
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

石・長 (1～ 2)

◎
11

深鉢
口径 (280)
残高 80

無文。口縁部はゆるやかに外
反する。

マメツ マメツ
色
色
橙
橙

石 長 (1～ 5)
○

11
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調 (外面)

(内面)

土
成

胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

深鉢
口径 (251)
残高 54

無文。口縁部はゆるやかに外
反する。

マメツ マメツ
暗灰色
灰色

石 長 (孔～ 2)
◎

浅鉢
径
高
底
残

上げ底の底部。 マメツ マメツ
灰責色
淡責色

石 長 (1～ 3)
◎

甕
口径 (228)
残高 40 折り曲げ口縁。沈線文3条以上。

マメツ ナ デ
色
色
橙
橙

石 長 (1～ 5)

◎

琵 残高 62 折り曲げ口縁。直線沈線文8条
以上、波状の沈線文5条以上。

ナ デ ナ デ
にぶい橙色
にぶい褐色

石 長 (1～ 2)

◎

甕 残高 32 貼付口縁。口縁端面に刻目。
沈線文9条以上。

ナ デ ナ デ
灰褐色
橙色

石 長 (1～ 2)

◎

士霊
口径 (197)
残高 41 直立する口縁部片。 マメツ マメツ

にぶい責橙色
にぶい責橙色

石 。長 (1～ 2)

○

士霊
口径 (186)
残高 52

外反する口縁部。端面に格子
文を施す。

(口 )ナデ
ハケ

ナ デ
色
色
橙
橙

石 。長 (1～ 3)

◎

甕
口径 (178)
残高 26 「く」字状を呈する口縁部。 ナ デ ナ デ

にぶい責橙色
にぶい責橙色

石。長
◎
(1)

甕 残高 25 「く」字状を呈する口縁部。 ナ デ ナ デ
色
色
橙
橙

石 。長 (1～ 2)

◎

甕 残高 「く」字状を呈する口縁～顕部。
(顕 )ナデ
マメツ

ナ デ
橙色
褐灰色

石 長 (1～ 2)
◎

養
径
高
底
残 平底の底部。 ナ デ マメツ

橙色
褐灰色

石 長 (1～ 2)
◎

甕
径
高
底
残

平底の底部。 マメツ マメソ
色
色
橙
橙

石 長 (1～ 3)
◎

皿 残高 06 底部片。内外面に赤色顔料が
付着。

ナ デ ナ デ
浅責橙色
浅黄橙色

密

◎

lTN蓋
口径 (215)
残高 12 口縁端部は九くおさめる。 ナ デ ナデ

灰色
灰白色

石・長 (1)
◎

台
杯
高
付

径
高
底
残

短い高台。接地部は水平とな
る。

回転横ナデ ナ デ
色
色
灰
灰

密

◎

台
杯
高
付
底径 (111)
残高 12

短い高台。接地部は水平とな
る。

マメツ マメツ
灰白色
灰白色

石 長 (1)
○

台
郭
高
付
底径 (112)
残高 15

短い高台。接地部は水平とな
る。

ナ デ ナ デ
暗灰色
灰色

石 。長 (1～ 2)
金ウンモ

◎

第Ⅲ―②層出土遺物観察表 土製品

表12 層位不明遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表‖刊 第Ⅲ―②層出土遺物観察表 石製品
番号 器  種 残  存 材   質

法
備 考 図版

長さ (cm) 幅 厚 さ 重 さ (貿 )

石鏃 完形 サヌカイト 11

石 鏃 未成品 サヌカイト 272 11

石捧 欠損 結晶片岩 73084 11

台石 欠損 花聞岩 2030 1620 720 2,02993

番号 器種 法量 形 態 ・ 施 文
調 整 色調 (外面)

(内面)

生
成

胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

士霊
口径 (136)
残高 44 短顎の口縁部片。 ナ デ ナ デ

明責掲色
明黄掲色

石・長 (1～ 2)

金ウンモ

◎

霊 残高 44 頸部片。 マメツ マメツ
にぶい橙色
にぶい橙色

石・長 (1～ 5)

○

軍

径
高
底
器

平底の底部。 ナ デ ナ デ
橙色にぶい橙色
にぶい橙色

石 長 (1～ 2)
∩

士笠
径
高
底
残

平底の底部。 ナ デ ナ デ
明責褐色
明責褐色

石 長 (1～ 3)

◎

甕
口径 (192)
残高 41 口縁部片。

マメツ マメツ
色
色
橙
橙

石 長 (1～ 3)

◎

土 鍋
口径 (283)
残高 35 口縁部片。 ナ デ マメツ

灰掲色
にぶい黄褐色

石 。長 (1～ 2)

◎

椀
径
高
底
残 断面三角形の高台。 マメツ マメツ

浅責橙色
淡責色

石 長 (1～ 4)
○

77 抗
径
高
底
残

断面三角形の高台。 マメツ マメツ
色
色
橙
橙

密

◎

杯蓋
口径 (116)
残高 07

口縁部は短く屈曲し、端部は

水平に接地する。
回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
灰

密

◎
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番号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調   整 色調 (外面)

(内面)

土
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

イ
口径 (170)
残高 37

口縁部は直線的に立ち上がり、
端部は尖る。

回転ナデ 回転 ナデ
灰オリーブ色
灰白色

密

◎

台
郭
古回
洋悧

底径
残高

短い高台。接地部は水平とな
る。

ナ デ ナ デ
明オリーブ灰色
明オリーブ灰色

微砂粒
◎

ムロ
， ４

一品
付

径
高
底
残
0つ
と4
短い高台。接地部は水平とな
る。

回転ナデ
(底面)ナデ

ナ デ
灰色
灰白色

密

◎

台
杯
高
付
底径

残高

短い高台。接地部は水平とな
る。

ナ デ ナ デ
色
色
灰
灰

石・長 (1)
◎

釜 残高 脚部片。 ナ デ ナ デ
にぶい橙色
にぶい橙色

石 長 (1～ 3)
◎

こね鉢
口径 (294)
残高 40 口縁端部は上方

へ拡張される。 回転ナデ 回転 ナデ
オリーブ灰色
灰色

密

◎

本 格 調 査

層位不明遺物観察表 土製品

第 章 調査の成果と課題

本調査では、弥生時代から中世における集落の構造解明及び範囲確認を主目的として調査を実施し

た。その結果、主に古代 。中世の遺構と、縄文時代から中世に及ぶ遺物を確認することができた。本

調査区は狭小であり、かつ遺構内からの出土遺物が少ないため時期決定が困難であつたが、出土遺物

と遺物包含層である第Ⅲ層との切り合い関係から遺構の時期比定を行った。

遺構は、溝・土坑・柱穴などを検出した。古代以前の遺構としてはSKlが ある。SKl内 からは

弥生時代中～後期の上器が出土しているが、第Ⅲ層との切り合い関係から弥生時代の遺構とは断定で

きなかったため、古代以前の遺構とした。ただし、弥生土器は第Ⅲ層を含めて多量に出上しているた

め、周辺域において当該時期の集落遺構が存在することは明らかである。また古代の遺構はSDlが

ある。わずか lmあ まりの検出であったが、断面形態から人工的に掘 り込まれたものと推定され、

かつ直線的に東西方向に伸びているため集落の区画溝などである可能性が高い。その他、古代以降の

遺構としてはSD2や柱穴がある。柱穴は建物配置を示す位置での検出はなかったが、周辺地域にお
いて集落が広がっていたことを示す重要な資料である。

遺物は、遺構内及び第Ⅲ層から出土している。第Ⅲ層から出上した遺物には、縄文土器・弥生土器・

土師器・須恵器・石製品などがあり、発掘調査としては出土例が少ない縄文土器や石鏃が注目される。

これまで当平野内における縄文時代関連の遺物は表採資料がほとんどであったため、今後の整理作業

の進展によつて遺構の存在を推測する上で貴重な資料である。また在地の豪族である河野氏が活躍し

た時代の遺物が第Ⅲ層で出土していることから、今後の発掘調査によって当該時期の遺構が確認され

る可能性が高い。

本調査によって、直接的な河野氏関連の遺構は検出されなかったが、今後は周辺域における調査を

進めることにより、河野氏関連の遺構のほか弥生時代～中世における集落の構造とその範囲や変遷の

解明を進めていきたい。

4

表13 層位不明遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材  質
法    量

備  考 図版
長 さ 幅 (cm) ,享 さ 重 さ

石鏃 完形 サヌカイト 290
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写 真 図 版



写真図版データ

1.遺構は、35tFdn判の白黒ネガフイルム・カラーリバーサルフイルムで撮影している。

使用機材 :カ メラ  エコンFM10
レンズ  ズームニッコール35～ 701111n
フィルム 自 黒 ネォパンSS

カラー エリFト クロ~ム

2.遺物は、4X5判で撮影した。すべて白黒フィルムで撮影している。
使用機材 :カメラ   トヨビユー45G

レンズ   ジンマーS2401nlllF5,6他
ストロ君ヾ  コメット/CA32'CB2400
スタンド等 トヨ無影撮影台・ウエイトスタン

ー
ド101

フィルム  ネオブヽンアクロス

3,単色図版は、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。
使用機材 =引伸機  ラッキー45MD‐ 9い6

レンズ  エル・ニツコール13511un F5ねA・ 50mm F2k州
印画紙|  イルフオードマルチグレエドⅣ RCベーパー

【参考,「連支写真研究』v視 1～19 「報告書制作ガイド』 [大西朋子]
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図
版
　
１

1.調査地遠景 (西より)

2.調査前全景 (南より)
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1.掘削風景 (南より)

2.遺構検出状況 (南より)
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図
版
　
３

1.東壁土層① (北西より)

2.東壁土層② (南西より)

-37-



1.東壁土層③ (南西より)

2.東壁土層④ (南西より)
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1.SKl完 掘状況 (西より)

2.SDl遺 物出土状況 (南西より)
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1.SXl検 出状況 (西より)

2.SXl完 掘状況 (西より)
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1,第Ⅲ層遺物出土状況① (南西より)

2.第Ⅲ層遺物出土状況② (南より)

-41-



1.第Ⅲ層遺物出土状況③ (西より)

2.遺構 。第Ⅲ層完掘状況 (南より)
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1.作業風景 (北より)

2`現地説明会風景 (北より)
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図
版

10

第Ⅲ―①層出土遺物
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1.S Kl出土遺物(5)、 S Xl出土遺物(3X (16。 23・ 30・ 43)



図
版

11

66

1.第Ⅲ―②層出土遺物

85

(44～50・ 52・ 53・ 55・ 66～ 68)、 層位不明遺物 (82・ 85)
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